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より速く適切に学べる人、その理由：ほめ方の研究

研究者たちは生徒たちに点数を伝え、簡潔な言葉でほめた。半分の生徒には彼らの知性をほめ
た（「あなたは頭がいいんだね」）。残りの半分には彼らの努力をほめた（「一生懸命やった
ね」）。
努力をほめられた子どもたちは、90％近くが、難しいほうのパズルを選択した。一方、賢さを
ほめられた子どもたちは、ほとんどが簡単なほうのテストを選んだ。
賢さをほめられた生徒たちは、ほぼ全員が、自分よりテストの出来が悪かった生徒と自分を比
較することで、自尊心を強化するほうを選んだ。これに対し、努力をほめられた生徒たちは、
自分より成績のよかったテストを見るほうを選ぶ確率が高かった。彼らは失敗を理解し、失敗
から学び、よりよい方法を編み出したいと思ったのだ。
最後に、最初のテストと同様の難易度であるテストが行われた。努力をほめられた生徒たちは、
テスト結果が有意に上昇し、平均スコアが30％伸びた。彼らは、たとえ最初は失敗しても挑戦
することを望んだので、より高い成績を得たのだ。この結果をさらに際立たせるのが、最初に
ランダムに「賢い」グループとされた生徒たちのスコアだ。こちらは前回から20％近くも低下
した。失敗の経験でやる気をくじかれた「賢い」生徒たちは、実際に退歩してしまったのだ。

https://wired.jp/2011/10/18/「より速く適切に学べる人」：その理由/

https://wired.jp/2011/10/18/


Self-introduction



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部３年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Chapter 1
Topics



AMAneo BTi - Assistive Mouse Adapter for iOS



iPhone ArKit2 DropTalk DEMO2



Using Talkitt SD



Getting started with Voice Access beta

https://support.google.com/accessibility/android/answer/6151848?hl=en

https://support.google.com/accessibility/android/answer/6151848?hl=en


Chapter 2
特別支援教育における 
タブレット活用のPoint

使う場面によって活用方法は違う



特別支援学級
特別支援学級には、障害種の異なる様々な子供たちが在籍
しています。そのため、一人一人の教育的ニーズを把 握し、
その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善または克
服するため、適切な指導及び必要な支援を行うこ とが求
められています。  特別支援学級が通常の学級や通級指導
教室と異なる点として、個別の障害特性や発達段階を考慮
した学習と、小 集団の特性を活かした学習の両方が求め
られる点にあります。ICTは個別の指導にも、小集団の指
導にも活用する ことができます。  ただし、個別の指導や
小集団の指導にICTを利用する際、ICTは困難さをサポー
トしたり、自信をつけたり、ある いは学習意欲を高めた
りする際に使える便利な「道具」であることを忘れてはい
けません。全てをICTにより解決 するのではなく、ICTを
「今までの可能性を少しだけ広げてくれる、ただの道具」
と捉え、有効に活用することが 重要です。



自立活動

一斉授業
個別指導

教科学習 
(ドリル…)

自尊心の向上

AAC・AT

興味・関心

授業の進行

役割活動
タイマー・クイズボタン

カスタマイズ

視覚支援
カメラ・ビデオ



通級指導教室
通級による指導においては、障害による学習上ま
たは生活上の困難を改善 または克服するための指
導が、特別支援学校における自立活動を参考とし、
そ の内容を取り入れながら行われています。障害
により十分な学習を行うことが できない場合には
(難聴により、教員の解説などを正確に聞き取るこ
とが困難 で、学習内容が十分に理解できない場合
など)、各教科の内容を補充するため の指導を行
うこともあります。子供一人一人のニーズに基づ
く個に応じた指導 が、そのねらいに応じて「個別
の指導」や「小集団による指導」の形態で進めら
れています。



治療教育(克服) 機能代替(補完)

読む

書く

計算する

記憶する

推測する

音声読み上げ・OCR

音声入力・キーボード入力 
手書き入力

電卓

画像・ボイスレコード

MindMap・ 
思考の見える化

気づき
一斉授業では出来ない 
アプローチ

見るトレーニング 
 ビジョントレーニング

音・動き
書くトレーニング 
 手の巧緻性

操作性・手書き
思考トレーニング 
  文章題・作文

見える化



特別支援学校
特別支援学校は、視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、
肢体不自由者、または病弱者（身体虚弱者を含む）に対し
て、幼稚園、小学校、中学校または高等学校に準ずる教育
を施すとともに、障害による学習上または生活上の困難を
克服し自立を図るために必要な知識技能を授けることを目
的



総合的な学習

AAC
シンボルVOCA 
テキストVOCA 

AT
アクセシビリティ 
周辺機器(スイッチ 

自立
メモ 
リマインダー 
アラーム 
ナビ 

学習
定着(個別課題 
分かる工夫 
  視覚支援… 
出来る工夫 
  手順書… 

感覚統合 
 スヌーズレン 
認知学習 
楽器の代替 
デジタル書籍 

疑似体験 
AR(拡張現実 
余暇活動 
遠隔授業 



通常学級
学級の中でのICTの使い方 
 通常の学級の中で、苦戦している子供たちは、発達
障害をはじめ、子供たち一人一人の多様な特性 が関
係している場合があります。  その特性に配慮して支
援を行うために、ICTを用いることが効果的な場合が
あります。 
 ICTを用いた支援は、クラスの中で 
1.ICT機器をすべての子供に用いる  
2.ICT機器を教材の1つの選択肢として、子供が選び
使用する  
3.ICT機器を発達障害のある特定の子供にのみ用いる 
など、様々な用い方が考えられます。 



ユニバーサルデザイン授業

合理的配慮

一斉指導 
視覚支援

教材配布・回収
拡大提示・電子黒板

協働学習・プレゼンテーション

個別学習

(クラスに1台)

(グループに1台)

(一人に1台)
読む 
書く 
計算する 
記憶する 
推測する

機能代替



合理的配慮



基礎的環境整備



Chapter 3
教員が使う

教材作りの効率化…
Point：誰でも出来る！！



教材作成・提示
Point： 

スキャナーは用途に応じて選択 
ちょっとした工夫で分かりやすい視覚提示 

百聞は一見にしかず　動画・画像の編集は簡単 
個に合わせた教材作成



カメラ　＋　編集

拡大提示・電子黒板ならカメラ機能で十分



アナログとデジタルの架け橋（Scannerアプリ）

デジタル書籍を簡単作成



電子書籍も簡単作成

見えにくくても・文字を読めくても・本を持てなくても、文書にアクセス



電子書籍も簡単作成

絵本など見開きモードでの閲覧が可能



アナログとデジタルの架け橋（Scannerアプリ）

電子文書から文字検索をしたい場合には最適！



電子書籍も簡単作成

文字検索が可能



電子書籍も簡単作成

ハイライト表示をしながら音声読上げが可能



アナログとデジタルの架け橋（Scannerアプリ）

イマーシブリーダー機能を使えば、その場で音声読上げ



電子書籍も簡単作成

編集・読上・共有など



アナログとデジタルの架け橋（Scannerアプリ）

カメラロールにたまった画像からアルバム作成　iPadの容量を増やす



造形物は立体（３D）で保存

平面画像から立体をイメージすることは難しい作業です



分かりやすい動画の提供

動画の上下。左右反転などが指一本で簡単編集



分かりやすい動画の提供

好きな速度で再生・繰り返し・見たい箇所の選択など機能満載



分かりやすい動画の提供

音声のピッチを変えることなく、スロー再生が可能　楽器の練習には最適



比較提示すれば理解しやすい

客観的ではなく、相対的に気づく仕組み



これまでのPPT教材を有効活用

同一ネットワークであれば、Windowsサーバーへもアクセス可能



PowerPoint教材の提示

閲覧だけれであれば無料で利用可、作成・編集にはOffice365などへの契約が必要



シンボル作成には便利

任意の画像から背景画像を簡単削除



シンボル作成には便利

画像の合成が本当に簡単



個に合わせた教材を簡単作成

もじ・ことば・概念形成などに個にあわせた教材を簡単作成



個に合わせた教材を簡単作成

２択での学習教材作り



個に合わせた教材を簡単作成

択一問題での学習教材作り



個に合わせた教材を簡単作成

様々な分野で個に合わせた教材作成が可能



個に合わせた教材を簡単作成

様々な分野で個に合わせた教材作成が可能



授業支援
Point： 

ワンポイントでの活用が基本 
すべてをICTに変更することはしない！ 

集中度を高める工夫



授業にアクセントを！

聴覚でのちょっとしたフォローで集中力アップ！



授業にアクセントを！

順番決め　あたり・はずれ　を顔認証で簡単作成



授業にアクセントを！

順番決めを顔認証で簡単作成



視覚支援は基本！

ビジュアルタイマーとアラーム音の組み合わせがポイント



授業中の撮影には必須

授業中の画像・動画撮影時には無音で撮影



モーションヒストリー

観察ツールとして、動きの変化をとらえることに役立ちます



授業の振り返りに

授業の振り返りや暗記シートとして



自動ルビ振り

文章に自動ルビ振り（学年も選択できます）



全文ひらがな、ルビ振りが選択可

自動ルビ振り



学ぶことは楽しいが基本

Point： 
ワンポイントでの活用 

子供と教員のねらいをずらす



AIの活用・体験

社会の学習にも使えます



AR（拡張現実）の活用・体験

苦手な事もゴールを変えるとやってみたくなる



AR（拡張現実）の活用・体験

苦手な事もゴールを変えるとやってみたくなる



AR（拡張現実）の活用・体験

GPS・ジェイロセンサーなど高度は仕組みで簡単操作



合成映像の活用・体験

作ることをねらいとしない



興味関心に合わせたジグゾーパズル

オリジナルパズルを作る作業の学習で



外国語も怖くない！？

画像の文字、会話、手書き入力、声での翻訳可



まとめ



タブレット活用のポイント 

目的（ねらい）を明確に 
アプリ作成者の意図通りに使わない 
ドリル学習よりも、総合的な学習として 
シンプルに使う 
T2,T3とならないように 
タブレットの特性を活かす 
・・・



タブレットである必然性 

　　携帯性　　いつでもどこでも！　 
操作性　　自分で出来る！　 
手書認識　書けなくても！ 
音声認識　書けなくても！ 
音声出力　読めなくても！ 

カメラ＆パソコン 
・・・



学校で使うという必然性 

複数人で使う 
思いを発表する 

コニュニケーションツール 
練習ができる 
協同学習 

自主的な活動 
主体的な活動 
・・・



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


現代は百年単位で見ると 
アナログからデジタルへの 
大きな過渡期です 

辞書で調べることも, 
筆算で計算することも, 
ノートに書けることも, 
文書を読めることも, 
記憶できることも 

微妙にまだ必要なスキルなんですよね！ 

でも、今の子どもたちが大人になった時に 
本当に必要な力は・・・・ 



Reference book











「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　関係



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会



EDGE



h"p://npo-atds.org	

h"ps://www.facebook.com/takamatsu.takashi


